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■オランダにおける
ITSの新たな試み

現在、最先端の情報通信技術を

用いて、人と道路と車両を一体的

なシステムとして構築し、さまざ

まな問題を抱える道路交通を高度

な社会サービスの１つに変革して

いこうというITSが、世界的に注

目を集めている。

日本でも、高速道路における

ETC（自動料金収受システム）の

運用が始まるなど、ITSへの関心

が高まりつつある。しかしITSは、

日本ではまだほとんど普及してい

ないETCを超えて、自動安全運転

の技術開発など、次の段階を目指

して展開されつつある。日本にお

いても、2000年10月から茨城県つ

くば市で、｢スマートクルーズ21」

といわれる走行時安全性を高める

実証実験が行われている。

ここでは、オランダにおいて行

われている自動運転の実験的な試

みを紹介する。

■空港における
パークシャトル

オランダの首都アムステルダム

のスキポール空港の一角で、自動

運転の試みが始まったのは1997年

12月である。空港ターミナルビル

からは無料シャトルバスによって

長期駐車場に行くことができる

が、そこで展開されているのが自

動運転の無料パークシャトルサー

ビスである（図１）。これは、空

港の長期駐車場でのサービス改善

が必要とされたため試みられてい

る。その概要は次の通り。

①駐車場利用者ラウンジ（駐車

料支払い場所でもある）と駐

車した車に最も近い停車場と

を結ぶ無人運転車両走行シス

テムで、単純なダブルループ

で運転

②路面に埋め込んだ磁石での位

置確認、遠赤外線での障害物

検知などが主要なシステム

③一般に受け入れられるスピー

ド、使い勝手、交通の管理、

パークシャトルの快適性、安

全性などについての知識を獲

得することが目的

このような新しいシステムを導

入していることは、スキポール空

港の革新的イメージにも寄与して

いる。

■リビウム・プロジェクト

２番目の事例は、港町ロッテル

ダムのものである。同市郊外にあ

るリビウム・ビジネスパークの開

発において、公共交通機関とのリ

ンクが弱かったため、地下鉄駅と

高速道路に近いバスターミナルで

あるクラリングスズームからビジ

ネスパークまでを５分で結ぶ、無
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オランダでは、ITS（高度道路交通システム）の中の自

動運転技術分野で、興味ある実験が行われている。政府支

援による実験であり、まだまだ経済的には成立するか否か

は疑問が残るが、実際に使われて、アクセプタンス（受け

入れ可能性）があるか、技術的な問題があるかなどをみな

がら、その存在をアピールしている。

図1 パークシャトルの案内板
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人運転のパークシャトルシステム

が建設された（図２）。システム

はスキポール空港のものと同じ

で、供用の開始は空港の方が３ヵ

月早い。

現在のところ駅からリビウム・

ビジネスセンターまでの約1.3km

のシングルレーンで、途中に高速

道路をまたぐ橋がある。政府の補

助金で実施されたが、路線は自転

車道を活用しており、廃止しても

自転車道として使える。

投資額はインフラだけで（車両

とシステムは除き）100万米ドル、

車両は１台当たり20万米ドルであ

る。維持運営に当たっては、公共

交通機関と共通のチケットを利用

しており、オペレーションコスト

の一部が利用者により負担されて

いる。

最近の調査では、一般に受け入

れられる可能性は非常に高く、バ

スと同じサービスレベルと評価さ

れていると報告されている。ビジ

ネスパークの従業者の半分が利用

しているため、最も長くて10分間

待つという。今後、シングルから

ダブルまたはループシステムに、

さらには延長する計画もある。

プロジェクトは公共と民間の共

同で開発され、ロッテルダム市、

フログ社、日本のヤマハも参加し

ている。運営にはANT（アドバ

ンスト・ネザーランズ・トランス

ポート）社も関与している。

■地下無人輸送システム計画

３番目の事例は、まだ実現して

いないが、計画中でその実験が行

われているプロジェクトである。

その計画とは、アールスメーアと

いわれる生花市場とスキポール空

港とホーフドドルフ鉄道駅を結

ぶ、地下のトンネル無人輸送シス

テムのプロジェクト実験である。

生花は高付加価値の輸出品である

ことを活用し、生花市場から空港、

鉄道へ迅速・確実に輸送すること

を狙ったシステムである。

実験は、コネクト社のロッテル

ダム市デルフトの実験場で行われ

ている（図３）。同社は、1999年

春に設立された交通輸送の情報セ

ンターであり、研究成果を実際の

プロジェクトに転換して、意思決

定に持ち込むことを目指す公共・

民間共同の協力機関である。この

機関は、貨物・旅客輸送のために、

主に「行動」｢空間」｢ロジスティ

ックス」｢開発」の４つの角度か

ら研究を行っている。

屋内の実験場で、AGV（Auto-

matically Guided Vehicle：自動誘

導車両）、制御システム、積み替

え技術の開発設計において、設計

が適切で運転性能仕様を満たすか
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図3 コネクト社の屋内サイト実験図2 リビウムのパークシャトル
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否かをテストしている。車の位置

は路面に埋め込んだ磁石によって

５cmの精度で認識し、障害物は

現在は赤外センサーにより検知し

ているが、将来的にはレーダーに

よって認識して、自動運転すると

いう。

動力は、パークシャトルと同様

にバッテリーである。基本的な技

術はパークシャトルと似ている感

じだが、動きはより複雑になり、

コンピュータ制御で待避や貨物の

積み込み、積み下ろしなどの実験

を行っている。

なお、コンビロードという、や

はり自動運転の実験がロッテルダ

ムで行われたようである。それは

コネクト社とは別の組織が行った

が、あまり効率的ではなく、費用

も高いこともあって行き詰まり、

２年前に撤去されたという。

■高く評価される
積極的な取り組み

上記の３つの事例は、実験中ま

たは計画中のものではあるが、実

際の現場で用いることにより有効

であることを実証しようとしてい

る点が注目される。

ただし、実際に経済的に成立す

るかといえば、現在のところ難し

いのではないかと考えられる。開

発費はもちろん、維持運営費も十

分回収しているか否かは疑問であ

る。特に、３番目の生花の輸送シ

ステムは、生花の付加価値がいか

に高いとはいえ、システム開発費

や地下トンネルなどのインフラは

当然のことながら、運転の維持費

などもどこまで負担できるか疑問

が残る。

しかし、このような実験的な試

みを政府の支援で行い、技術的に

実施可能であることを内外に示

し、欧州におけるオランダのITS、

あるいは運輸セクターの位置づけ

を高めていることに、大いに意味

があると思われる。
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